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令和６年度ひとり暮らし高齢者等見守り活動に関する知事表彰 

受賞者の概要 

 

１ 地域団体 

○ 吉富町ボランティア「太陽の会」（吉富町）  

特   徴 ボランティアグループによる高齢者への「愛の弁当訪問」活動を実施 

構 成 員 48人（弁当グループ30人、訪問グループ（民生委員児童委員）18人） 

活 動 年 数 34年７月（R6.11.1現在） 

主な活動内容 

・吉富町ボランティアグループ「太陽の会」の弁当グループと訪問グループ

が年４回、「愛の弁当訪問」活動を３４年間継続して実施。 

・民生委員児童委員で構成される訪問グループは８０歳以上の高齢者世帯

に対し事前訪問で弁当の要不要の確認と安否確認を行い、当日は手作りの

お弁当を手渡ししている。 

・最近は社会福祉協議会と協力し、小学生や中学生が書いたメッセージをお

弁当と一緒に配布することで、皆さんから喜びの声が上がっている。 

・役場の担当課と協力し、身近にいる地域の農家さんに旬の野菜を提供して

もらうなど他機関や地域を巻き込んだ活動を実施。 

・施設訪問グループでは、高齢者施設を訪問し、舞踊やフラダンスの披露な

どを行い、入所者との交流等を実施 

 

○ 愛宕浜校区社会福祉協議会（福岡市） 

特 徴 
校区社協・自治協議会によるプログラム化した研修会等の取組による組織的

かつ継続的な見守り活動を実施。（「ふれあいネットワーク活動」） 

構 成 員 64人（町内会長、民生委員・児童委員、老人クラブ） 

活 動 年 数 17年７月（R6.11.1現在） 

主な活動内容 

・高齢者の見守り活動（「ふれあいネットワーク活動」）を組織的かつ継続的

に実施し、校区としての課題であった地域活動の担い手不足の解消とふれ

あいネットワーク班の全町での結成を目指し、校区社協・自治協議会でプ

ログラム化した研修会の取り組みを進めている。 

・民生委員、各自治会より選出されている社協委員及び見守りボランティア

等で協力しながら、月に１回のペースで各世帯への見守りを実施。 

・活動を円滑に進めるため、見守り活動の重要性や個人情報の取り扱いに関

する留意点をまとめた「ふれあいネットワークファイル（見守りたい!!）」

を作成し、令和５年度に各町に配布。 

・自治会長や民生委員を対象に、「高齢者の課題と地域活動について」、「災

害時の自助と共助(個別避難計画書作成含)とふれあいネットワークにつ

いて」、等の研修会を実施。 

・継続した研修会を自治協議会と協働でパッケージ化したことで、地域に一

体感が生まれ、民生委員や自治会長等との協力体制を構築。 

・見守り対象者へふれあいサロン、地域カフェの開催情報の声掛けを実施。 



 2 / 2 

 

 

○ 香椎校区社会福祉協議会（福岡市）  

特 徴 
認知症サポーター養成講座を開催し、認知症になっても安心して暮らせるま

ちづくりを実施。 

構 成 員 146人（民生委員、自治会、福祉委員、各種団体 等） 

活 動 年 数 45年４月（R6.11.1現在） 

主な活動内容 

・対象世帯を町内会長、民生委員、福祉委員が中心となって、月１～３回訪

問しながら見守りを実施。 

・校区内に住む８０歳以上の方々全員に一斉に贈答品を配布し、毎年特定時

点での安否確認・情報確認を実施。 

・年２回ネットワーク研修会を開催し、見守りマップの作成・更新を実施。

見守りマップは全町内で作成済みで、各町内での見守り会議等に役立てて

いる。 

・校区内の福祉事業所ネットワーク「香椎・香住丘さくらネット」と近隣の

九州産業大学、福岡女子大学、福岡工業大学と連携し、認知症声掛け訓練

を実施。 

・校区において認知症サポーター養成講座を開催し、認知症の基本的な知識

や認知症の方への接し方について学習。地域ぐるみで認知症になっても安

心して暮らせるまちづくりに積極的に取り組み。 

・「ふれあいサロン香椎駅前」、「ふれあいサロン御島崎」の２カ所でふれあ

いサロン活動を開催し、閉じこもり予防や健康づくり活動等を実施。 

 

○ 春日市若葉台東地区自治会（春日市） 

特 徴 
高齢者１人を複数体制で見守れる様マッピング、中学校のボランティア部が

一緒に見守り活動を実施。 

構 成 員 
13人（自治会長、民生委員、地域福祉委員、見守り協力員、春日東中ボラン

ティア部、春日東中部伍会） 

活 動 年 数 10年（R6.11.1現在） 

主な活動内容 

・高齢者１人を複数体制で見守れる様、見守りマップを作成。 

・定期的に、中学校のボランティア部と民生委員、推進委員メンバーが一緒

に見守り活動を実施し、安否確認をしている。 

・訪問時のマニュアルを作成し、訪問後は振り返りを実施。 

・年１回は、登録カードの状況確認をし、登録者や支援者の状況を常に把握。 

・毎月、高齢者向けの健康体操教室「にこにこ体操」や「ふれあい・いきい

きサロン」「カフェゆうゆう」を開催し、閉じこもりがちな方への参加を

呼びかけ。 

・東中ボランティア部員の社会性、コミュニケーション力の向上は、活動に

於いて特に顕著であり、高齢者の方からも喜びの声が上がっている。 

・救急救命につながった通報（令和６年度１件）。 

 


